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国保税限度額85万円へ負担感は増大

「鷹の祭典」を楽しむ来場者

委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

２
件
、
補
正
予
算
１
件
、
教

育
予
算
の
確
保
と
充
実
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て
審
査

し
、
全
議
案
と
も
に
全
員
賛

成
に
て
原
案
可
決
し
た
。

「
筑
後
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
」
は
、
個
人
市
民
税

に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
係
る
特
別
控
除
額
の
上
限

が
個
人
市
民
税
所
得
割
額
の

１
割
か
ら
２
割
に
改
め
ら
れ

た
も
の
。
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
３
月
末

日
ま
で
に
最
初
の
新
規
検
査

を
受
け
た
軽
四
輪
自
動
車
等

で
、
排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃

費
性
能
の
優
れ
た
も
の
に
つ

い
て
28
年
度
分
の
軽
自
動
車

税
の
税
率
を
軽
減
す
る
も
の

　

委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

１
件
に
つ
い
て
審
査
し
、
全

員
賛
成
に
て
原
案
可
決
し
た
。

ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
で

筑
後
市
デ
ー

（
仮
称
） 

開
催

「
筑
後
市
一
般
会
計
補
正

予
算
」
の
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム

公
式
戦
協
賛
Ｐ
Ｒ
事
業
委
託

料
５
０
０
万
円
に
つ
い
て
は

平
成
28
年
３
月
の
フ
ァ
ー
ム

本
拠
地
開
業
に
向
け
、
筑
後

市
の
情
報
を
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ

ン
へ
直
接
、
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
今
年
の
９
月
29

日
（
火
）
に
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
る
東
北
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
戦
を
「
フ
ァ
ー

ム
本
拠
地
・
筑
後
市
デ
ー

（
仮
称
）」
と
位
置
付
け
、
ホ

ー
ク
ス
球
団
と
協
力
し
て
、

委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

１
件
、
補
正
予
算
１
件
を
審

査
、
２
議
案
と
も
全
員
賛
成

に
て
原
案
可
決
し
た
。

議
論
は
、
賦
課
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
提
案
の
「
筑
後

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
改

正
」
に
集
中
し
た
。

問　

今
回
の
改
正
に
よ
る
増

収
分
５
５
３
万
円
と
、
軽
減

措
置
に
よ
る
減
収
分
２
４
２

万
円
、
差
し
引
き
約
３
０
０

万
円
の
増
収
だ
が
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
対
応

で
き
な
い
の
か
。

答　

今
回
の
限
度
額
の
引
き

上
げ
は
、
国
の
法
改
正
に
よ

る
も
の
。
国
保
の
運
営
は
、

国
、
県
の
財
政
支
援
の
中
で

行
う
た
め
、
国
の
制
度
の
中

で
運
営
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
軽
自
動
車
グ
リ
ー
ン
化
特

例
）。
ま
た
住
宅
用
地
特
例

に
つ
い
て
は
、
現
在
空
き
家

（
老
朽
危
険
家
屋
等
）
に
も

適
用
さ
れ
て
い
る
固
定
資
産

税
の
軽
減
措
置
の
除
外
等
。

問　

軽
自
動
車
グ
リ
ー
ン
化

特
例
に
つ
い
て
、
燃
費
基
準

及
び
該
当
す
る
台
数
比
率
は
。

答　

車
種
７
４
１
㎏
以
下
の

車
は
上
限
29
・
６
㎞
／
Ｌ
、

某
メ
ー
カ
ー
の
例
で
は
現
在

の
と
こ
ろ
11
％
。

問　

住
宅
用
地
特
例
（ 

固
定

資
産
税
の
軽
減
） 

除
外
に
該

当
す
る
家
屋
基
準
は
。

答　
「
保
安
」「
衛
生
」「
景
観
」

「
周
辺
環
境
」
な
ど
に
問
題
の

あ
る
住
宅
で
あ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
控
除
拡

大
、
軽
自
動
車
グ
リ
ー
ン
化

特
例
の
市
税
収
へ
の
影
響
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
は
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
可
能
性
が
高

い
。
軽
自
動
車
グ
リ
ー
ン
化

の
影
響
は
小
さ
い
。

　
「
筑
後
市
一
般
会
計
補
正

予
算
」
で
は
、
筑
後
市
防
災

協
会
等
か
ら
の
寄
付
金
２
０

問　

筑
後
市
の
国
保
加
入
者

の
所
得
層
は
他
地
域
と
比
較

し
て
ど
う
な
の
か
。

答　

所
得
２
０
０
万
円
以
下

の
世
帯
が
全
体
の
80
％
を
占

め
、
軽
減
措
置
該
当
世
帯
は

全
国
平
均
が
48
％
に
対
し
、

当
市
は
50
％
を
超
え
て
い
る
。

問　

平
成
30
年
度
か
ら
保
険

者
が
市
か
ら
県
へ
移
行
す
る

が
、
市
の
裁
量
権
は
。

答　

県
へ
移
行
後
は
、
筑
後

市
分
の
医
療
費
は
県
へ
の
分

賦
金
と
い
う
形
で
納
め
る
。

分
賦
金
に
つ
い
て
は
、
県
が

医
療
費
や
所
得
を
勘
案
し
て

０
万
円
の
歳
入
が
あ
っ
た
。

問　

寄
付
金
の
内
容
は
。

答　

防
災
協
会
等
か
ら
の
寄

付
で
は
、
車
購
入
に
充
て
て

ほ
し
い
旨
の
要
望
あ
り
。
環

境
に
や
さ
し
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
を
購
入
予
定
で
あ
る
。

自
治
体
ご
と
に
決
定
す
る
。

自
治
体
は
、
そ
の
財
源
を
国

保
税
と
し
て
徴
収
す
る
が
、

そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
市
に

裁
量
権
が
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
議
案
に
つ
い

て
は
、
次
の
３
点
を
附
帯
意

見
と
し
た
。

①
健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
よ

り
一
層
の
予
算
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

②
低
所
得
者
層
の
負
担
を
考

慮
し
、
さ
ら
な
る
軽
減
措
置

を
行
う
こ
と
。

③
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
増
額
す
る
こ
と
。

３
連
戦
の
初
日
に
な
る
が
、

こ
こ
で
次
年
度
に
向
け
て
の

Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
何
か
目

玉
に
な
る
よ
う
な
情
報
発
信

を
す
れ
ば
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
と

い
う
期
待
を
し
て
い
る
。

問　

楽
天
戦
は
、
球
場
に
来

ら
れ
た
人
の
み
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

す
る
の
か
。

答　

公
式
戦
で
Ｐ
Ｒ
を
す
れ

ば
、
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ン
を
１

０
０
％
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
で
き
、

効
果
的
で
あ
る
と
思
う
。
９

月
29
日
は
、
公
式
戦
最
後
の

開
業
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
も
の
。

問　

こ
れ
ま
で
ど
れ
く
ら
い

の
自
治
体
が
協
賛
し
て
い
る

の
か
。

答　

27
年
度
は
日
向
市
、
伊

勢
市
、
鹿
児
島
市
、
嬉
野
市
、

宮
崎
市
、
え
び
の
市
、
久
留

米
市
、
玄
海
町
、
大
分
市
が

協
賛
し
て
い
る
。
宮
崎
市
、

え
び
の
市
は
キ
ャ
ン
プ
が
行

わ
れ
る
。
日
向
市
、
大
分
市

は
選
手
の
出
身
地
と
い
う
こ

と
で
交
流
が
深
い
。
筑
後
市

は
観
光
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
フ
ァ
ー
ム
に
た
く
さ
ん

の
人
に
来
て
も
ら
う
と
い
う

目
的
も
あ
る
。

総務文教委員会

建設経済委員会

厚生委員会

１万円以上のふるさと納税には筑後の特産品をお礼に

常任委員会報告もっと知
りたい

ちっごの
課題

提出さ
れた議

案を

くわし
く審査

！

ふるさと 納税控除拡大へ

ヤフオクドーム公式戦の様子


